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【はじめに】
　動作時に股関節内転・内旋位を呈する動的アライ

メント（knee-in）は，下肢スポーツ外傷の発生要

因となるだけでなく，体幹運動様式に影響を及ぼす

ことを臨床的によく経験する．

　我々は，股関節内旋位での体幹伸展運動で腰

椎・腰仙椎関節の運動が増大することを報告してい

る1)．今回は，体幹伸展運動を伴うジャンプ動作で，

股関節肢位の違いによる体幹運動様式の変化を検

討し，スポーツ動作における影響について確認した．

　

【対象と方法】
１．対象

　大学女子バスケットボール選手 16 名（身長 163.5

±5.5cm，体重 59.4±6.5kg，BMI22.3±1.8kg/m2）

とした．腰部や他部位に外傷や症状を有する者，

BMI が 25.0kg/m2 以上の者，股関節可動域が著

しく制限または過可動性の者は , 対象から除外した．

２．方法

1) 課題動作

　課題動作は，図 1のように規定した肢位からの最

大努力下でのジャンプ動作とした．開始肢位を股関

節中間位（以下N）と内旋位（以下 IR）の 2 条件と

し，各 3 回試行した．

2) 撮影方法

　解析の指標として，対象者に第 1 胸椎棘突起

（Th1），第 1,3,5 腰椎棘突起 , 第 1,2 正中仙骨稜

（S1,2）に反射マーカーを貼付し，8 台の高速度カ

図 1：課題動作：ジャンプ動作
a．開始肢位

1) 矢状面：股関節 95° 屈曲位，膝関節 70° 屈曲位， 
             足関節 20° 背屈位

2) 前額面：両側第 2 趾間の幅を上前腸骨棘幅 ×1.25 
            とし両足部を平行とした

b．股関節肢位
1）中間位：膝蓋骨を正面に向ける
2）内旋位：踏切まで両大腿部を接触させる
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メラ（240fps，カシオ社製）で撮影した．

3) 解析

　解析には，3 回の試技のうち明らかな体幹の側屈

や回旋を伴うことなく，対象者が主観的に最も自然

にジャンプできた１回の画像を採用した．3 次元動

作分析システム Frame-DIAS Ⅳ（DKH 社製）を用

いてランドマークの 3 次元座標値を求め , 膝最大屈

曲位とジャンプ最高位における体幹前傾角度，腰椎

角度，腰仙椎角度を算出した（図２）．さらに膝最

大屈曲位からジャンプ最高位までの角度変化量を算

出した．算出した各角度および変化量を，2 条件間

で比較した．

4) 統計学的解析

　統計学的解析は，Wilcoxon の符号付順位検定

を用いて有意水準は 5％とした．

【結果】
１. 膝最大屈曲位（図 3-a）とジャンプ最高位（図

3-b）の各角度

1) 体幹前傾角度

　膝最大屈曲位では N：41.6±5.6°，IR：44.8±6.9°，

ジャンプ最高位では N：8.7±9.2°，IR：9.2±5.6°

であり, どちらも両群間に有意差はなかった .

2) 腰椎角度

　膝最大屈曲位では N：7.1±2.6°，IR：17.3±5.3°， 

ジャンプ最高位では N：18.7±6.0°，IR：34.2±6.4°

であり，どちらも IR が有意に大きい角度（p<0.01）

であった．

3) 腰仙椎角度

　膝最大屈曲位では，N：6.9±2.9°，IR：13.4±6.0°, 

ジャンプ最高位では N：18.4±6.0°，IR：23.3±6.0°

であり，どちらも IR が有意に大きい角度（p<0.01）

であった．

2. 膝最大屈曲位からジャンプ最高位までの角度変

化量（図４）

1) 体幹前傾角

　N：32.9±8.4°，IR：35.7±8.6° であり，両群間

に有意差はなかった．

2) 腰椎角度

　N：11.6±6.9°，IR：16.9±4.6° で，IR が有意に

大きい変化量（p<0.05）であった .

3) 腰仙椎角

　N：11.5±6.4°，IR：9.9±6.6° で，両群間に有意

な差はなかった．

図 2：算出角度
a．体幹前傾角度
　  第 1胸椎棘突起（Th1）－第 5 腰椎棘突起（L5）の結線と床への垂直線のなす角度
b．腰椎角度
　  第 1 腰椎棘突起（L1）－第 3 腰椎棘突起（L3）の結線と第 3 腰椎棘突起（L3）－第 5 腰椎棘突起（L5）の結線のなす角度
c．腰仙椎角度
　  第 3 腰椎棘突起（L3）－第 5 腰椎棘突起（L5）の結線と第 1正中仙骨稜（S1）－第 2 正中仙骨稜（S2）の結線のなす角度
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図３： 膝最大屈曲位とジャンプ高の各角度 

図 4：膝最大屈曲位からジャンプ高の角度変化量
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【考察】
　ジャンプ動作時の各角度について，体幹前傾角

度では NとIRの間に有意な差はみられなかったが，

腰椎角度，腰仙椎角度においては，IR が N より有

意に大きく，腰椎 , 腰仙椎伸展の増大が示された．

腰仙椎角度の増大は，骨盤前傾角度の増大につな

がるものと推察される．また，踏切直前の姿勢であ

る膝最大屈曲位からジャンプ最高位までの角度変

化量が，腰椎角度のみNに比べIRで有意に大きかっ

たことから，股関節内転・内旋位を呈すると腰椎関

節での伸展運動が大きくなることが示された .

　股関節内転・内旋位では，関節周囲の軟部組織

の緊張や，関節適合性の不良に伴う股関節屈曲位

からの伸展運動の制限により骨盤前傾角度が増大

し 2)3)，ジャンプ動作時の腰椎伸展運動の増大につ

ながったものと考える 4)．

　腰椎伸展運動の増大は，腰椎椎間関節への圧縮

ストレス増強や，脊柱起立筋群の筋活動量の増大を

招き，腰部疾患が発生するリスクを高めることが危

惧される．体幹運動様式には，体幹筋の機能低下

や柔軟性低下などの機能的要因が影響する．しか

し，今回の結果より，機能的要因だけでなく，踏み

切り時の knee-in のような前の位相の下肢関節肢位

も，影響を及ぼすことが確認された．このことから ,

体幹伸展運動時に症状が発生する腰部疾患への対

応は，機能的な問題に対するアプローチのみならず，

前の位相も含めた動作学習が重要であることが示唆

された．

【結語】
1. 大学女子バスケットボール選手のジャンプ動作に

おいて，股関節肢位の違いによる体幹運動様式

の変化を検討した．

2. 股関節内転・内旋位では中間位と比較し，ジャン

プ動作時に腰椎伸展運動が増大した .

3. 体幹の運動様式の変化により, ジャンプ動作時の

腰部へのメカニカルストレスが増強し，腰部疾患

の発生リスクが高まることが危惧される．
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